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○ 活用ツール１ 校内委員会メンバー構成シート 

校  内  委  員  会  

開催計画  ○ 開 催 予 定 日 ：  

 ○ 年 間 開 催 予 定 数 ：  

役    職  役     割  氏     名  

     

     

     

    

     

     

     

     

    

   

   

 

                        校内委員会内での役割  ※レ印でチェック 

ａ．企画・運営  ｂ．支  援  ｃ．連絡調整・連携  

 1 委員長(意思決定者)  9  対象生徒の情報収集・提供  17 学校運営組織の連絡調整 

 2 委員長の補佐  10 支援の進捗状況の把握と報告  18 関係機関との連絡調整窓口 

 3 会議日の設定  11 生徒指導にかかわる情報提供  19 関係機関との連携実務 

 4 協議内容の設定  12 健康にかかわる情報提供  20 医療機関との連絡調整 

 5 校内研修会企画  13 教育相談にかかわる情報提供  21 保護者との連絡調整 

 6 研修等の情報収集  14 保護者への支援  22 時間割等の調整 

 7 対象生徒の名簿作成  15 保護者への情報提供   

 8 記録の保管  16 カウンセリング   
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 ○ 活用ツール２ 校内体制計画化シート 
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○ 活用ツール３ 特別な支援を必要とする児童生徒スクリーニングシート 

  スクリーニング調査の手順 

 １ 第１次調査対象児童生徒の確定 

・通常の学級に在籍する児童生徒を対象とする。 

・特別支援学級在籍児童生徒及び市町村就学指導委員会から，特別支援学級または，

特別支援学校への入級，入学が「適」または「要観察」と判断されている児童生

徒は除外する。 

 ２ 第２次調査対象児童生徒の確定 

①  特別支援教育校内委員会において支援対象としている児童生徒 

②  上記以外の児童生徒で，別紙第 1 次調査「気になる児童生徒のチェックシート」

に（  ）項目以上該当する児童生徒 

※（   ）項目数は学校にて決めてください。 

 ２ 第２次調査の実施 

①  第２次調査対象児童生徒分の第２次調査用紙（チェックリストＡ～Ｃ）を準備

します。 

    調査対象児童生徒１名につきチェックリストＡ～Ｃを各１部使用します。 

  ② チェックリスト該当者の確定 

   ・次の基準を満たしている場合，各チェックリストの該当者としてカウントします。 

種 別 基準 内       容 

チェック

リストＡ 

 

 

採点 

基準 

「ない」０点，「まれにある」１点，「時々ある」２点， 

「よくある」３点で採点 

判断 
基準 

「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算する」「推論する」の領域毎
に合計し，少なくとも一つの領域で合計１２点以上の場合，該当 

チェック

リストＢ 

 

 

採点 

基準 

「ない」０点，「時々ある」０点，「しばしばある」１点， 

「非常にしばしばある」１点で採点 

判断 

基準 

「不注意」「多動性－衝動性」の領域毎に合計し，少なくとも一つの領

域で合計６点以上の場合，該当 

チェック

リストＣ 

 

 

採点 

基準 

「いいえ」０点，「多少」１点，「はい」２点で採点 

         

判断 

基準 

合計し２２点以上の場合，該当 
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気になる児童生徒のチェックシート（第１次チエックシート） 

Ａ【教科指導における気付き】 

チェック欄 項   目 

 国語・算数（数学）の基礎的な能力（聞く・話す・読む・書く・計算する・推論する

）のいずれかに著しい困難（遅れ）がある 

 本人の興味のある教科には熱心に参加するが，そうでない教科では退屈そうにみえる 

 大人の興味ある特定分野の知識は大人顔負けのものがある  

 自分の考えや気持ちを，発表や作文で表現することが苦手である  

 こだわると本人が納得するまで時間をかけて作業等をすることがある  

 教師の話や指示を聞いていないようにみえる  

 学習のルールやその場面だけの約束ごとを理解できない  

 一つのことに興味があると，他の事が目に入らないようにみえる  

 場面や状況に関係ない発言をする  

 質問の意図とずれている発表（発言）がある  

 不注意な間違いをする  

 必要な物をよくなくす 

Ｂ【行動上における気付き】 

チェック欄 項   目 

 学級の児童生徒全体への一斉の指示だけでは行動に移せないことがある 

 離席がある，椅子をガタガタさせる等落ち着きがないようにみえる 

 順番を待つのが難しい 

 授業中に友達の邪魔をすることがある 

 他の児童生徒の発言や教師の話を遮るような発言がある 

 体育や図画工作・美術等に関する技能が苦手である 

 ルールのある競技やゲームは苦手のようにみえる 

 集団活動やグループでの学習を逸脱することがある 

 本人のこだわりのために，他の児童生徒の言動を許せないことがある 

 係活動や当番活動は教師や友達に促されてから行うことが多い 

 自分の持ち物等の整理整頓が難しく，机の周辺が散らかっている 

 準備や後片付けに時間がかかり手際が悪い 

 時間内での行動や時間配分が適切にできない 

 掃除の仕方，衣服の選択や着脱などの基本的な日常生活の技能を習得していない 
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Ｃ【コミュニケーションや言葉遣いにおける気付き】 

チェック欄 項   目 

 会話が一方通行であったり，応答にならないことが多い 

（自分から質問をしても，相手の回答を待たずに次の話題にいくことがある） 

 丁寧すぎる言葉遣い（場に合わない，友達どうしでも丁寧すぎる話し方）をする 

 周囲に理解できないような言葉の使い方をする 

 話し方に抑揚がなく，感情が伝わらないような話し方をする 

 場面や相手の感情，状況を理解しないで話すことがある 

 共感する動作（「うなずく」「身振り」「微笑む」等のジェスチャー）が少ない 

 人に含みのある言葉や嫌味を言われても，気付かないことがある 

 場や状況に関係なく，周囲の人が困惑するようなことを言うことがある 

 誰かに何かを伝える目的がなくても，場面に関係なく声を出すことや独り言が多い 

 

Ｄ【対人関係における気付き】 

チェック欄 項   目 

 友達より教師（大人）と関係をとることを好む 

 友達との関係の作り方が下手である 

 一人で遊ぶことや自分の興味で行動することがあるため，休み時間一緒に遊ぶ友達が

いないようにみえる 

 口げんか等，友達とのトラブルが多い 

 邪魔をする，相手をけなす等，友達から嫌われてしまうようなことをする 

 自分の知識をひけらかすような言動がある 

 自分が非難されると過剰に反応する 

 いじめを受けやすい 

 

 

 

 

※１ 何項目以上で，第２次調査の対象とするかは，各学校の実態に応じて決めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１次調査「気になる児童生徒のチェックシート」のＡ～Ｄで（ ）項目

以上該当する児童生徒は，第２次調査の対象となります。   ※１ 
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気になる児童生徒のチェックシート（第２次チエックシート） 

◇チェックリスト Ａ　学習面（「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算する」「推論する」）

  な     い まれにある  時々ある    よくある 領域毎
　　０　点 　　１　点 　　２　点 　　３　点 合　計

1 聞き間違いがある（「知った」を「行った」と聞き間違える）

2 聞きもらしがある

聞く 3 個別に言われると聞き取れるが、集団場面では難しい

4 指示の理解が難しい

5 話し合いが難しい（話し合いの流れが理解できず，ついていけな

い）

6
適切な速さで話すことが難しい（たどたどしく話す。とても早口であ

る）

7 ことばにつまったりする

話す 8 単語を羅列したり、短い文で内容的に乏しい話をする

9 思いつくままに話すなど、筋道の通った話をするのが難しい

10 内容をわかりやすく伝えることが難しい

11 初めて出てきた語や普段あまり使わない語などを読み間違える

12 文中の語句や行を抜かしたり、または繰り返し読んだりする

読む 13 音読が遅い

14 勝手読みがある（「いきました」を「いました」と読む）

15 文章の要点を正しく読みとることが難しい

16
読みにくい字を書く（字の形や大きさが整っていない。まっすぐに書

けない）

17 独特の筆順で書く

書く 18 漢字の細かい部分を書き間違える

19 句読点が抜けたり、正しく打つことができない

20 限られた量の作文や、決まったパターンの文章しか書かない

21
学年相応の数の意味や表し方についての理解が難しい
（三千四十七を300047や347と書く。分母の大きい方が分数の値として大

きいと思っている）

計算 22 簡単な計算が暗算でできない

する 23 計算をするのにとても時間がかかる

答えを得るのにいくつかの手続きを要する問題を解くのが難しい

（四則混合の計算。２つの立式を必要とする計算）

25 学年相応の文章題を解くのが難しい

26
学年相応の量を比較することや、量を表す単位を理解すること
が難しい（長さやかさの比較。「15cm は150mm」ということ）

推論 27
学年相応の図形を描くことが難しい（丸やひし形などの図形の

模写。見取り図や展開図）

する 28 事物の因果関係を理解することが難しい

29
目的に沿って行動を計画し、必要に応じてそれを修正すること
が難しい

30 早合点や、飛躍した考えをする

　　　　　　段階別の点数（評価点×該当数） 　０点　① 　　　　　　点② 　　　　　　点③ 　　　　　点④

         　総合計　（①＋②＋③＋④） 点

◎６つの領域の内，少なくとも一つの領域で合計１２点以上をカウントした場合，該当

（いずれかに○）

24

　　　　　観　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点

第２次調査 年 組 対象児童生徒氏名

該当する 該当しない
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 ◇
非常に

しばしばある 領域毎

   ０　点    ０　点 　１　点 　１　点 合　計

1
学業において、綿密に注意することができない、また
は、不注意な間違いをしたりする

2
課題または遊びの活動で注意を集中し続けることが難し
い

不 3 直接話しかけられたときに聞いていないように見える

注 4 指示に従えず、課題や任務をやり遂げることができない

意 5 課題や活動を順序だてることが難しい

6
（学業や宿題のような）精神的努力の持続を要する課題
を避ける

7 課題や活動に必要な物をなくしてしまう

8 気が散りやすい

9 日々の活動で忘れっぽい

多 10 手足をそわそわ動かし、または椅子の上でもじもじする

動 11 授業中や座っているべき時に席を離れてしまう

性 12
教室やその他、座っていることを要求される状況で席を
離れる。

｜ 13
不適切な状況で、余計に走り回ったり高い所へ上がった
りする。

衝 14 静かに遊んだり余暇活動につくことができない

衝 15
「じっとしていない」、またはまるで「エンジンで動か
されているように」行動する。

動 16 しゃべりすぎる

性 17 質問が終わる前に出し抜けに答えてしまう

18 順番を待つことが難しい

19 他人を妨害したり、邪魔をする

　　　　　　段階別の点数（評価点×該当数） 　０点　① 　０点　② 　　　　　　点③ 　　　　　　点④

         　総合計　（①＋②＋③＋④） 点

※①②を０点に，③④を１点にして計算する。

※少なくとも一つの領域で合計６点以上をカウントした場合「不注意」「多動性ー衝動性」に該当。

※「ときどきある」「しばしばある」等の観点は，程度差を示す。

（いずれかに○）

しばしばある
　　　　　観　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点

チェックリスト　Ｂ　行動面（「不注意」「多動性－衝動性」）

　な　い 　時々ある

該当する 該当しない

第２次調査 年 組 対象児童生徒氏名
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◇チェックリスト　Ｃ　   行動面（対人関係やこだわり等）

  いいえ  多    少   は    い
　　０　点 　　１　点 　　２　点

1 大人びている　ませている

2
みんなから、「○○博士」「○○教授」と思われている（例：
カレンダー博士）

3
他の子どもは興味を持たないようなことに興味があり、「自分
だけの知識世界」を持っている

4
特定の分野の知識を蓄えているが、丸暗記であり、意味をきち
んとは理解していない

5
含みのある言葉や嫌みを言われても分からず、言葉通りに受け
とめてしまうことがある

6
会話の仕方が形式的であり、抑揚なく話したり、間合いが取れ
なかったりすることがある

7
言葉を組み合わせて、自分だけにしか分からないような造語を
作る

8 独特な声で話すことがある

9
誰かに何かを伝える目的がなくても、場面に関係なく声を出す
（例：唇を鳴らす、咳払い、喉を鳴らす、叫ぶ）

10 とても得意なことがある一方で、極端に不得手なものがある

11
いろいろな事を話すが、その時の場面や相手の感情や立場を理
解しない

12 共感性が乏しい

13 周りの人が困惑するようなことも、配慮しないで言ってしまう

14 独特な目つきをすることがある

15
友達と仲良くしたいという気持ちはあるけれど、友達関係をう
まく築けない

16 友達のそばにはいるが、一人で遊んでいる

17 仲の良い友人がいない

18 常識が乏しい

19 球技やゲームをする時、仲間と協力することに考えが及ばない

20 動作やジェスチャーが不器用で、ぎこちないことがある

21 意図的でなく、顔や体を動かすことがある

22
ある行動や考えに強くこだわることによって、簡単な日常の活
動ができなくなることがある

23 自分なりの独特な日課や手順があり、変更や変化を嫌がる

24 特定の物に執着がある

25 他の子どもたちから、いじめられることがある

26 独特な表情をしていることがある

27 独特な姿勢をしていることがある

　　　　　　段階別の点数（評価点×該当数） 　０点　① 　　　　　点② 　　　　　点③

               総　合　計　（①＋②＋③） 点

◎　合計２２点以上をカウントした場合，該当。

（いずれかに○）

　　　　　　　　　観　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点

該当する 該当しない

第２次調査 年 組 対象児童生徒氏名
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◯ 活用ツール４ 相談支援機関一覧表 

教育関係機関     

１ 岩手県立総合教育センター    

  特別支援教育にかかわること，登校しぶりや集団不適応等への対応にかかわることなどへの相談に応

じています。 

  電話相談に加えて，予約の上，来所相談にも対応しています。  

施  設  名 相談内容  電話番号 住 所 

岩手県立総合教育センター               

教育支援相談担当 

ふれあい電話 

（登校しぶり等） 

0198-27-2331 〒025-0395  花巻市北湯口2-82-1 

  コスモスダイヤル 

（特別支援） 

0198-27-2474  

      

２ 特別支援学校     

  特別支援教育にかかわることについて，地域でのセンター的役割として，幼・保，小，中，高等学校

からの相談に対応しています。 

      

 校  名 障がい種 寄宿舎有 電話番号 住 所 

1 盛岡視覚支援学校 視覚障がい 寄宿舎有 019-624-2986 〒020-0061  盛岡市北山1-10-1 

2 盛岡聴覚支援学校 聴覚障がい 寄宿舎有 019-696-2582 〒020-0403  盛岡市乙部4-78-2 

3 盛岡となん支援学校 肢体不自由 寄宿舎有 019-623-3907 〒020-0401  盛岡市手代森6-10-14 

4 盛岡青松支援学校 病弱  019-661-5125 〒020-0102  盛岡市上田字松屋敷11-25 

5 盛岡峰南高等支援学校 知的障がい 寄宿舎有 019-639-8515 〒020-0853  盛岡市下飯岡11-152 

6 盛岡みたけ支援学校 知的障がい  019-641-0789 〒020-0633  滝沢市穴口218-4 

7 盛岡みたけ支援学校奥中山校 知的・肢体  0195-35-3036 〒028-5134  一戸町奥中山字西田子1054-2 

8 花巻清風支援学校 知的・肢体 寄宿舎有 0198-28-2421 〒025-0037  花巻市太田27-207-4 

9 前沢明峰支援学校 知的・肢体 寄宿舎有 0197-56-6707 〒029-4208  奥州市前沢区田畠18-1 

10 一関清明支援学校 聴・病・知・肢  0191-33-1600 〒021-0041  一関市赤荻字上台96-5 

11 気仙光陵支援学校 知的・肢体 寄宿舎有 0192-27-8500 〒022-0006  大船渡市立根町字宮田33-3 

12 釜石祥雲支援学校 病・知・肢  0193-23-0663 〒026-0053  釜石市定内町4-9-5 

13 宮古恵風支援学校 知的・肢体  0193-63-0400 〒027-0097  宮古市崎山5-88 

14 久慈拓陽支援学校 知的・肢体 寄宿舎有 0194-58-3004 〒028-7801  久慈市侍浜町字堀切10-56-46 

15 岩手大学教育学部 

附属特別支援学校 

知的障がい  019-651-9002 〒020-0824  盛岡市東安庭3-4-20 

      

 

 

 

 

 

   



  

- 10 - 

 

３ 特別支援教育エリアコーディネーター 

  各教育事務所に所属する特別支援教育エリアコーディネーターが，特別支援教育に関する研修や，児

童生徒への支援にかかわる相談に対応しています。 

      

 教育事務所名 電話番号 住  所 

1 盛岡教育事務所 019-629-6745 〒020-0023  盛岡市内丸11-1 

2 中部教育事務所 0198-22-4981 〒025-0075  花巻市花城1-41 

3 県南教育事務所 0191-26-1419 〒021-8504 一関市竹山町7-5 

4 沿岸南部教育事務所 0192-27-9910 〒022-8502  大船渡市猪川町字前田6-2 

5 宮古教育事務所 0193-64-2222 〒027-0072  宮古市五月町1-20 

6 県北教育事務所 0194-53-4991 〒028-8042  久慈市八日町1-1 

      

保健・福祉関係機関     

１ 児童福祉施設     

  子どもの関する様々な相談に対して，判断・診断，調査，一時保護等により援助を検討し実施しま

す。（療育手帳取得等） 

      

 施設名 電話番号 住 所 

1 岩手県福祉総合相談センター 019-629-9600 〒020-0015  盛岡市本町通3-19-1 

2 一関児童相談所 0191-21-0560 〒021-8504 一関市竹山町5-28 

3 宮古児童相談所 0193-62-4059 〒027-0075  宮古市和見町9-29 

      

２ 岩手県立療育センター 相談支援部「岩手県発達障がい者支援センター ウィズ」 

  支援を必要とする方々，家族，支援者等からの相談に対応し，ニーズに応じた総合的な支援を行いま

す。事前に電話による予約が必要となります。   

      

 施設名 連絡先 電話番号 住 所 

1 岩手県立療育センター      

発達障がい者支援センターウィズ 

相談支援部 019-601-2609 〒020-0401  盛岡市手代森6-10-6 

  相談専用ダイヤル 019-601-2115 〒020-0401  盛岡市手代森6-10-6 
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○ 活用シート５ 個別の指導計画 
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○ 活用ツール６ 個別の教育支援計画             （様式例Ａ－１） 

（岩手県教育委員会特別支援教育指導資料№39「『個別の教育支援計画』の作成と活用」より抜粋） 
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（様式例Ａ－１記入例） 
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（様式例Ａ－２） 
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（様式例Ａ－２記入例） 
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（様式例Ｂ） 
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（様式例Ｂ記入例） 
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（様式例Ｃ－１） 
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（様式例Ｃ－１記入例） 
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（様式例Ｃ－２記入例） 
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（様式例Ｃ－２記入例） 
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◯ 活用ツール７ 問題行動指導の手引き 

  （岩手県立総合教育センター「問題行動指導の手引き」より，転載） 

 

 



  

- 28 - 

 

 

 

 



  

- 29 - 

 

 

 

 

 

 

 



  

- 30 - 

 

 

 

「緊 急 度」－「○：緊急度が高い課題」「△：それほど緊急度が高くない課題」 

「指導の難易度」－「○：難易度が高い課題」「△：それほど難易度が高くない課題」 
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◯ 活用ツール８  特別支援学級の弾力的運用ナビ 

  （岩手県立総合教育センター「特別支援学級の弾力的運用ナビ」 第２章より抜粋） 
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◯ 活用ツール９ 特別支援教育支援員ハンドブック 

  （岩手県教育委員会「特別支援教育支援員ハンドブック」第３章より，抜粋） 
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１ 人的資源を探す 

  校内の教職員の役割をリストアップし，誰がどのような役割を担うかを決めます。 

◯ 活用ツール 10 校内の人的資源活用シート 

 

 

 

＜人的資源と考えられる役割例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理職 

□校内の連携を進める 

□学級へ児童生徒の様子を見に行く 

□本人と保護者に積極的にかかわる 

□全校児童生徒や保護者への理解啓発を進める 

通常の学級担任や同じ学年の担任 

□学習場面・生活場面で支援 

□行事等での支援 

□通常の学級の児童生徒への指導 

特別支援教育コーディネーター 

□支援や指導のための連絡 

□支援会議等の調整 

□外部機関との連携等 

 

教務主任 

□教育課程にかかわる手続き 

□時間割，職員体制，学習場所の調整 

生徒指導担当 

□生徒指導的視点からの校内規律の策定 

□生徒理解にかかわる会議，研修の調整 特別支援学級担任 

通級指導教室担当 

□行動観察等による実態把握 

□検査結果をふまえた適切な支援方針への助言 

□障がい特性に応じた指導や支援 

□発達段階に応じた指導や支援 

□個別学習や少人数指導での指導や支援 

□個別の指導計画作成の補助 

 

 

 

 

 

□生徒指導的視点からの校内規律の策定 

□生徒理解にかかわる会議，研修の調整 

教科担当 少人数指導 

□教科の専門性を生かした学習支援等 

特別支援教育支援員（介助員）等 

□学習・生活の支援 

□移動等にかかわる介助 

□個別的な支援にかかわる教材作成等 

校務員（用務員） 

□教材作成や環境整備における支援 

□児童生徒の生活面の支援 

教育相談担当 

養護教諭 

□本人や保護者の相談にのる 

□本人が安心できる居場所づくり 

□健康面や情緒の安定のための配慮等 

校内人的資源リストに 

整理していく 
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２ リストに名前を記入する 

  校内の教職員の役割をリストアップし，誰がどのような役割を担うかを決めます。役割に 

 加えて，場面，時間，場所も整理します。 

 

 

 

 

 

人的資源 指導や支援の内容 支援できる時間 主な支援の場所 

通常の 

学級担任 

○対象児童生徒への学習指導・生活指導全般 

○学級・学年集団への理解啓発 

・随時 対象児童生徒の学級 

個別指導の場所 

管理職 ○個別学習への対応 

○緊急時への対応 

・随時 対象児童生徒の学級 

個別指導の場所 

特 別 支 援

学級担任 

（ 通 級 指

導 教 室 担

当） 

○発達段階に応じた学習・生活指導 

○個別指導への対応 

○特別支援学級における少人数指導 

○通常の学級におけるＴＴ学習での個に応じた指導 

○通常の学級における少人数指導 

・交流及び共同学習の時

間 

・空き時間 

（○曜日の○時間目） 

・交換授業の時間 

・○曜日の放課後 

・休み時間 

対象児童生徒の学級 

個別指導の場所 

特別支援学級 

少 人 数 担

当 

○通常の学級における少人数指導や個別指導 

○緊急時への対応 

・随時 対象児童生徒の学級 

個別指導の場所 

特 別 支 援

教 育 支 援

員等 

○学習面・生活面の支援 

○緊急時への対応 

・○曜日の○時間目 

・随時 

対象児童生徒の学級 

養護教諭 ○心身の安定を図る指導や支援 

○基本的な生活習慣への支援 

・随時 保健室 

教 育 相 談

員 

○心身の安定に関する指導や支援 

○児童生徒からの相談への対応 

・○曜日の○時間目 教育相談室 

対象児童生徒の学級 

校務員 

（用務員） 

○教材作成や環境整備面の支援 

○気持ちの切り替えを図る場面での支援 

・随時 校舎内 

観察園の作業等 
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○ 活用ツール 11 ユニバーサルデザイン授業チェックシート 

  

ユニバーサルデザインの視点 

視
点
の
反
映 

評 

価 

学

級 

・ 

教

室

環

境 

１ クラス内の理解促進 

  一人一人の児童（生徒）が活躍する場や，助け合う場が設定されている。   

２ ルールの明確化 

  学習中のルール（姿勢，発言，説明等）が明確に示されている。   

３ 刺激量の構造化 

  学習に集中できるように，掲示物や不快音などへの配慮・調整がされている。   

４ 場の構造化 

  教室の学習用具や教材が整理され，効率的に使用できる配慮がされている。   

 

 

 

 

 

授 

 

業 

 

づ 

 

く 

 

り 

 

５ 焦点化 

  その時間に取り組む学習課題が明確に提示，説明されている。   

６ 時間の構造化 

  授業全体の見通しが，具体的な時間とともに示されている。   

７ 展開の構造化 

  焦点化された学習課題への取組のために，授業展開の工夫がなされている。   

８ スモールステップ化 

  理解に応じて，必要に応じて学習活動が段階的に示されている。   

９ 視覚化 

  板書や，絵，写真などを視覚的な教材を取り入れた工夫がなされている。   

10 動作化・作業化 

  学習活動の中に，操作や実験など具体的・実際的な活動を取り入れている。   

11  共有化 

  児童（生徒）同士の考えの交流や，教え合いの場面を設定している。   

12 スパイラル化 

  既習事項を復習する内容が授業の中に取り入れられている。   

13 適用化 

  習得内容を応用，適用する学習活動を設定している。   

14  機能化 

  習得内容を実生活につなげる場面を設定している。   

※「視点の反映」欄には，授業者が反映させている項目に○，取り入れていない項目は斜線。 

 「評価」欄には，参観者等が，◎（大きな効果がある），○（効果がある），△（効果が薄い）で 

  評価。 

 

 

 

 



  

- 57 - 

 

○ 活用シート 12 授業研究ワークシート 

授業日時  

 

単元名  

 

授業者  

 

対象学級（学年）  

 

項  目 授業者より（手立ての工夫点等） 参観者記入欄 

授業のねらい 

 

 

 

  

本時に取り入れた 

ＵＤの視点 

 

 

 

 

  

本時に取り入れた 

ＵＤの視点 

 

 

 

 

  

本時に取り入れた 

ＵＤの視点 

 

 

 

 

  

その他の授業づくりに

おける工夫点 
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岩手県立総合教育センター 

教育支援相談担当 

 

 

           

ユニバーサルデザインの  

 

視点を取り入れた  

 

校内授業研究 ガイド 
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はじめに 
 授業研究の目的について，考えたことがあるでしょうか。 

一つは，教員としての専門性を磨くことであり，もう一つとして，教員として授業力を高めるこ

とによって，児童生徒の成長につなげていくことであると考えられます。 

 これまでの授業を見直し，よりよい授業へと高めていくための視点を明確にし，その取組を通し

て児童生徒の変容を見取っていく授業研究は非常に重要なものといえます。 

 本マニュアルでは，授業研究の視点として，ユニバーサルデザインの視点を取り入れることとし

ました。ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくりは，学習面で支援の必要な児童生徒

だけでなく，すべての児童生徒にとって有効であると言われており，学力向上にもつながるものと 

考えます。 

 本マニュアルは，ユニバーサルデザインの視点を取り入れた校内授業研究推進の流れを 10 のステ

ップで示しています。 

特別支援教育の推進，充実はもちろんのこと，学校教育活動全体の充実を図る上で，お役立てい

ただければと思います。 

 

 文部科学省が平成２４年１２月５日に公表した「通常の学級に在籍する発達障害の可能性の特別

な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査」では，通常の学級に在籍する児童生徒のうち，

学習面又は。行動面で著しい困難を示す児童生徒の割合が６．５％（推定値）と示されました。ま

た，そのうち，また，このうちの３８．６％が必要な教育的支援を受けられていないという結果も

示されています。 

 通常の学級に在籍する児童生徒への合理的配慮として，個別の適切な配慮や支援を行うことの必

要性はもちろんですが，校内の人的資源の状況などから，実際にはそうした支援が難しいこともあ

ると考えられます。また，通常の学級においては，支援を必要とする児童生徒を含めた一斉授業の

中で一人一人の学びを保障していかなければなりません。そうした中で，支援を必要とする児童生

徒にとっては，支援の基礎として，また，学校，学級全体としての授業改善や学力向上の取組とし

て取り入れたいのがユニバーサルデザインの視点です。 

 ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業とは，「児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握

し，その持てる力を高め，生活や学習上の困難を改善または克服するため，適切な指導及び必要な

支援を行う」という特別支援教育の視点に基づき，通常の学級において，発達障がいの有無にかか

わらず様々な教育的ニーズをもった児童生徒の「わかる，できる」を保障する授業と言えます。 

 

   第３次支援（実態に応じた個別の支援）      

    ・特別支援学級や通級指導教室の弾力的 

     運用 など 

 

 

      第２次支援（学級の中での個別の配慮） 

 

      第１次支援                                

   （学級全体へのユニバーサルデザインの     

    視点を取り入れた授業） 

 

【図１】 階層的支援体制におけるユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業の位置付け 

Ⅰ ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくりの意義を確認しましょう 

 

 全体の授業改善を基礎

に 

 個別の支援へ 
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 ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくりの意義を確認した上で，校内研究としての

授業研究推進の全体構想を確認していきます。各学校においては，これまでもよりよい授業づくり

を目指して，校内研究を推進してきていることと思います。ユニバーサルデザインの視点を取り入

れた授業研究においても，これまでと同様の流れで，研究推進の全体構想を確認していきます。 

【表１】 研究手順表 

 

ＳＴＥＰ １  学校課題から研究の目的を明確にし，共通理解を図る  

ＳＴＥＰ ２  研究主題（テーマ）を掲げる 

ＳＴＥＰ ３  研究の内容と方法を決定する 

ＳＴＥＰ ４ 研究推進にあたっての校内資源の役割を確認する 

ＳＴＥＰ ５  研究期間の設定，年間推進計画の作成を行う 

 

 

 

ＳＴＥＰ ６  研究主題（テーマ）に沿った授業づくりを準備する 

ＳＴＥＰ ７  指導案作成を行う 

ＳＴＥＰ ８  研究授業を実施する 

ＳＴＥＰ ９  授業研究会を実施する 

ＳＴＥＰ 10  研究をまとめる 

 

 

 

 校内研究を進めるにあたり，まずは研究推進のイメージづくりを行います。当然のことですが，

研究のスタートとしては，現状における学校課題を明確にし，学校全体で課題，研究の必要性につ

いて，共通の理解に立つことが必要です。その上で大きく次のような流れで考えていきます。 

①        ②            ③            ④            ⑤       ⑥ 

 

 

 

 

 

【図２】 研究の基本構想立案の流れ 

こうした研究の具体的な構想を，書き出し，図で表していくと，全体像が明らかになってきます。 

 

Ⅱ 授業研究推進の全体構想を確認しましょう 

学校課題 

  

求められる

こと 

 

児童生徒の 

あるべき姿 

目指す姿 

教師の実態

指導の現状 

改善のため 

目指す姿に

つなげる 

手立て 

目指す姿の

実現 

（児童生徒の

変容した姿） 

 

手立てを 

取り入れた 

授業・指導 

     

 ＳＴＥＰ１ 学校課題から研究の目的を明確にし，共通理解を図る  

児童生徒の

実態 

全
体
構
想
の
確
認 

実 

践 

の 

推 

進 
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 ① 学校課題 学校に求められていること 

 

 

 

 ② 児童生徒のあるべき姿 目指す姿 

 

 

 

 

 

 

 ③ 児童生徒の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 教師の実態 指導の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ 改善のための，目指す姿につなげるための手立て 

 

 

 

 

   内 容（＊ STEP ３） 

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 ＊ 方 法（＊ STEP ３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊ かかわる人材 

      （＊ STEP ４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤ 手立てを取り入れた授業・指導  

 

 

 

 

 ⑥ よりよい授業の形  児童生徒の変容した姿 

 

 

【図３】 研究の基本構想図作成シート 

 

 

 

 

ユニバーサルデザインの視点

を手立てとして 

例 

・ユニバーサルデザインの視点

を取り入れた授業構成 

・ユニバーサルデザインの視点

からの教材研究 など 

例 

・ユニバーサルデザインの視点

にかかわる文献研究 

・実践事例の収集 

・特別支援学級，通級指導教室

の授業参観 など 

例 

・研究推進担当 

・特別支援学級担任 

・通級指導教室担当等 

研究主題につながる

目指すゴール 
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 研究の具体的な構想を描いた上で，研究主題（テーマ）を掲げます。研究主題には，基本構想の

中で思い描いた「目指す姿」やそのための「手立て」を盛り込んでいくと，研究主題から，どのよ

うな研究の取組なのかが見えやすくなります。 

 最近では，ユニバーサルデザインの視点を取り入れた「わかる」授業に関する校内研究が多数取

り組まれており，次のような研究主題（テーマ）などが掲げられています。 

 

○研究主題例 

・通常の学級における誰もが「わかる・できる」をめざすユニバーサルデザインの考え方を取り

入れた授業実践  

・すべての生徒に分かる喜びを実感させる指導の工夫 

・ 

・ 

 

 

 

  

研究の基本構想を検討する過程では，研究のゴールにつなげていくための手立てにかかわり，ど

のような内容を，どのような方法で研究していくのかをまとめていきます。下記の表は，研究の内

容と方法の一例を示したものです。研究の内容については，ＳＴＥＰ５で説明する年間推進計画に

位置付けていきます。 

【表２】 研究の内容例と方法例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研 究 の 内 容 

 

研 究 の 方 法 

 

・研究推進全体構想の立案 

 （研究主題の設定，研究の方向性） 

 

・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授 

業の意識調査 

 

・研究授業，授業研究会の実施 

 

 

 

 

・文献・先行研究からの情報収集 

・全体研究会における検討 

 

・児童授業前・後アンケート 

 

 

・グループ研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＳＴＥＰ２ 研究主題（テーマ）を掲げる 

 ＳＴＥＰ３ 研究の内容と方法を決定する 

  参考にしたい書籍 

   最近では，ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくりにかかわる書籍が多数出 

 版されています。文献研究は，研究の基本的な考え方，手立てを検討していく上で大切です。 

 小貫 悟・桂 聖 著『授業のユニバーサルデザイン入門』東洋館出版社 

  柘植雅義 編著『ユニバーサルデザインの視点を活かした指導と学級づくり』金子書房 

 亀岡正睦 著『授業と学習のユニバーサルデザイン』明治図書 
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授業研究を推進する上では，その推進のための中心的な役割を果たす組織，また校内資源の役割

とのつながりを明確にしていくことが必要となります。 

 多くの学校では，校内における授業研究を推進する組織として，研究部，教務部が位置付けられ

ています。ここでは，研究部を中心とした研究体制の一例についてイメージを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図４】 研究体制のイメージ図 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  特別支援教育の専門家  

 としての情報提供  

  参観授業の提供 

研究授業・  

授業研究会への参画 

指導案の作成・検討  

研究授業の実施 

研究授業の記録  

授業研究会の運営 

  特別支援教育の専門家  

 としての情報提供 

 研究授業・  

 授業研究日の設定  

  参観体制（時間割）調整 

 校長の補佐  

 研究主任への助言  

 研究推進にかかわる  

 最終意思決定 責任者  

 ＳＴＥＰ４ 研究推進にあたっての校内資源の役割を確認する 

特別支援学級担任 

通級指導教室担当者 

研 究 の 構 想 ＵＤの視点を取り入れた授業 

 

校 長 

研究主任 

副校長 

教務主任 

研究推進全体構想立案  

年間推進計画の作成  

研究全体の調整 

研究主任 

特別支援教育 

コーディネーター 

研 究 部 

研究推進担当者 

研究授業担当者 

特別支援教育支援員 
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 研究の内容と方法，研究にかかわる人的資源や組織が明確になったところで，どのくらいの期間

で研究を実施するか，年間を通じて，どのような研究の取組を推進するかを計画表にまとめていき

ます。 下記は，研究期間を１年とした推進計画の例です。 

【表３】 年間推進計画モデル 

 ＳＴＥＰ５ 研究期間の設定，年間推進計画の作成を行う   

 

月 
主な取組内容 

全体研究会 グループ研究会 その他 

 

４ 

 

 

・研究推進全体構想の立案 

・年間推進計画の作成 

・研究授業等の日程調整 

・役割分担 

・助言者の依頼 

・研究授業等の日程調整 

 

 

 

・特別支援学級，通級指導教室参 

観授業の日程調整 

 

 

 

５ 

 

 

 

〈第１回全体研究会〉 

・研究推進全体構想の確認 

・年間推進計画の確認 

・役割分担の確認 

・ユニバーサルデザイン授業の 

 ポイント・手立ての検討 

 

 

 

 

・研究通信の発行 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

〈第１回グループ研究会〉 

・指導案の事前検討 

・グループ研究授業・授業研究会 

の実施 

〈特別支援学級授業参観〉 

 

 

 

７ 

 

〈第２回全体研究会〉 

・指導案の事前検討 

・全体研究授業・授業研究会実施 

・改善授業の実施 

 

 

〈通級指導教室授業参観〉 

 

 

 

８ 

 

・改善授業の実施 

 

 

〈第２回グループ研究会〉 

・指導案の事前検討 

・グループ研究授業・授業研究会 

の実施 

 

 

 

 

９ 

 

〈第３回全体研究会〉 

・指導案の事前検討 

・全体研究授業・授業研究会実施 

・改善授業の実施 

 

 

 

 

10 

 

・改善授業の実施 

 

 

〈第３回グループ研究会〉 

・指導案の事前検討 

・グループ研究授業・授業研究会 

の実施 

〈特別支援学級授業参観〉 

 

 

 

11 

 

〈第４回全体研究会〉 

・指導案の事前検討 

・全体研究授業・授業研究会実施 

・改善授業の実施 

 

 

〈通級指導教室授業参観〉 

 

 

 

 

12 

 

 

・改善授業の実施 

 

 

 

 

〈第４回グループ研究会〉 

・指導案の事前検討 

・グループ研究授業・授業研究会 

の実施 

・改善授業の実施 

・グループ研究のまとめの検討 

 

 

 

 

 

１ 

・研究のまとめの検討 

・次年度研究の構想案の検討 
 

 

 

 

 

２ 

 

〈第５回全体研究会〉 

・研究のまとめの確認 

・次年度研究の構想案の確認 

 

 

 

 

３   ・研究集録の発行 
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 (1) 文献，先行研究をもとに授業のイメージを作る 

   研究の構想がまとまり，校内的にその推進計画について，共通理解が図られた後は，研究の

実践へと入ります。研究構想の中の手立てをより具体化するために，文献や先行研究をもとに

情報を収集したり，職員間で検討を図ったりします。 

   ここでは，ユニバーサルデザインの視点と授業とのつながりを明確にしていきます。 

【表４】 ユニバーサルデザインの視点と授業とのつながり 

視 点 

 

授業とのつながり 

指導の工夫 児童生徒に期待される効果 

 クラス内の理解促進 

 

活躍の場，助け合いの場，互いの良さを

確認する場を設定する 

分からないことや失敗することを気にせず

に積極的に学習に取り組める 

 ルールの明確化 

 

学校生活や授業中のルールを明確に示す 

 

判断に迷って活動が消極的になることがな

くなり，自信をもち学習に取り組める 

 刺激量の構造化 

 

掲示物の整理をしたり，不快音を低減し

たりする 

授業そのものへ意識を集中できる 

 

 場の構造化 

 

使用教室の学習用具等を整理する 

 

用具準備が効率的に進められる 

落ち着いて授業に取り組める 

 時間の構造化 

 

授業全体の見通しを時間とともに示す 

 

具体的な活動とそのための時間が分かり，落

ち着いて授業に取り組める 

 焦点化 

 

その時間に取り組む指導内容を絞り込

み，情報を整理し，提示する 

習得する内容が明確になり，内容の理解が深

まる 

 展開の構造化 

 

焦点化した内容の習得につながるよう，

スムーズ，明確な展開に整理する 

見通しがもて，飽きずに，学習活動に取り組

める 

 スモールステップ化 

 

学習課題を必要に応じて段階的に提示す

る 

確実な段階をふんでいくことで課題の達成

がしやすくなる 

 視覚化 

 

学習内容について口頭説明に加え，板書

や絵，写真などを活用する 

具体的なイメージで考えたり，想像したりし

やすくなる 

 身体性の活用 

（動作化・作業化） 

動作模倣や劇化，操作や実験などを活動

に取り入れる 

学習内容の理解，記憶がさらに深まりやすく

なる 

 共有化 

 

 

児童生徒同士の考えの交流や，教え合い

の機会を設定する 

 

自分の考えを伝えることで理解が深まった

り，他の考えから自分の考えの発展につなげ

られたりする 

 スパイラル化 

 

既習事項を復習する内容を授業の中に取

り入れる 

学習内容の再理解，習得の深まりがなされる 

 適用化 

 

習得内容を応用，適用する学習活動を設

定する 

習得内容の理解が深められ，より主体的な判

断での取組につながる 

 機能化 

 

 

習得内容を実生活につなげる場面を設定

する 

 

習得内容の応用から，生活の中での新たな事

象への関心が広げられたり，新たなものを生

み出したりすることにつながる 

 

 

Ⅲ 研究実践を推進しましょう 

 ＳＴＥＰ６ 研究主題（テーマ）に沿った授業づくりを共通理解する 
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 (2) 特別支援学級，通級指導教室の授業からイメージを作る 

    特別支援学級や通級指導教室が設置されている学校においては，その担当者が支援を必要と

する児童生徒が在籍する通常の学級の担任にアドバイスをしたり，必要に応じて弾力的な運用

で直接的な支援を行ったりしていることも多いかと思います。 

      しかしながら，校内における授業研究を進めていく上でも，特別支援学級担任や通級指導教

室担当者はとても貴重な校内資源と言えます。特別支援学級や通級指導教室の授業を参観する

中でも，多く支援の視点を見出していくことができます。 

      次の表は，ユニバーサルデザインの視点と特別支援学級（知的障がい）における支援のポイ

ントを関連づけた一例です。 

【表５】 ユニバーサルデザインの視点と特別支援学級（知的障がい）における支援のポイント 

UD の視点 

 

特別支援学級（知的障がい）における支援のポイント 

（*平成 27 年度版 特別支援学級経営の手引 岩手県立総合教育センターより抜粋） 

クラス内の理解促進 

 

通常の学級の子どもたちや担任以外の教師とかかわる場面を設定し，人とかかわるこ

との心地よさや，互いの考えやよさを学ぶことができるようにする 

スモールステップ化 目的や課題が達成しやすいように，段階的な指導をする 

身体性の活用 

（動作化・作業化） 

将来の主体的な姿を目指すためにも，学校生活を実際的で具体的な学習活動で組織し，

目的意識をもちながら存分に活動できるようにする 

     この他にも，特別支援学級や通級指導教室の授業参観からは，場の構造化や時間の構造化，

展開の構造化，視覚化など，ユニバーサルデザインの視点を取り入れた実践を見つけることが

でき，通常の学級における授業づくりのイメージづくりにつなげていくことができます。 

 (3) 通常の学級で，すでに取り組まれていることから授業のイメージを作る 

   各校において，これまで行ってきた授業研究からは，課題と合わせて多くの成果も挙げられ

てきていることと思います。そうした成果を分析すると，すでに取り組まれてきた実践の中に

ユニバーサルデザインの視点との重なりがあり，効果的に機能してきていることがあるかと思

います。 

      校内的に，通常の学級の教室環境を確認したり，授業参観を行ったりすることで，教師間で

互いにすでに取り組まれているユニバーサルデザインの視点を再確認し，校内全体でのよりよ

い授業づくりにつなげていくことも大切にしたいところです。 

 

 

 

  文献や先行研究，また校内資源としての特別支援学級や通級指導教室の授業参観から，ユニバ

ーサルデザインの視点を取り入れた授業の在り方が具体的に共通理解が図られた後は，実際に授

業づくりを進めていきます。 

   題材（単元）全体の指導計画をもとに，一単位時間の授業づくりを考えるときに，まず大切な

視点として，「焦点化」が挙げられます。その上で，「展開の構造化」の視点で，授業展開を構

想しますです。展開の中でのさらなる工夫として，「視覚化」や「共有化」，「スパイラル化」

などの視点を取り入れていきます。 

 

 

 

 

 

 

【図５】 授業づくりの構想図 

 ＳＴＥＰ７ 指導案作成を行う   

焦 点 化 

 学んでほしいこと 

授業の山場 

展開の構造化 

学んでほしいことに 

つなげる展開の整理 

展開の中での工夫 

 スモールステップ化 視覚化 共有化 

  身体性の活用 スパイラル化 適用化 

  機能化 
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  また，授業づくりの構想とともに，ユニバーサルデザインの視点に応じた授業における具体的

な指導・支援のポイントを明確にしていきます。 

  次頁からの指導様式は，ＵＤの視点を取り入れた学習指導案の一例です。 

 【表６】ユニバーサルデザインの視点に基づく指導・支援の具体的ポイント 

視  点 ポ イ ン ト 

１ クラス内の理解促進 ① 児童の意見，考えについて認め，肯定的に評価し，取り上げる。 

② 児童生徒個々の得意さや良さを引き出す発問や，活動場面を設定する。 

２ ルールの明確化 ① 学校生活，学習活動にかかわるきまりを分かりやすく定め，掲示・提示す

る。（聞く姿勢，声の大きさ，話し方等） 

② 授業の初めに,児童生徒の学習用具の準備状況を確認する。 

３ 刺激量の構造化 ① 掲示物の配置や，視覚情報の提示量など，視覚的な刺激に配慮する。 

② 黒板内の情報を，その時間の学習内容にかかわるもののみに整理する。 

４ 場の構造化 ① 教室内の学習用具や教材の準備がしやすく，目に見えて整理されている。 

② 学習活動時の児童生徒の動線が整理されている。 

５ 時間の構造化 ① 授業全体の中での流れが，ホワイトボード等に時間の目安とともにが示さ

れている。 

② 単元を通しての日程的な見通しが示されている。 

③ 児童生徒の学習状況に応じた活動時間の確保，時間配分の工夫をする 

（考える時間，交流する時間，板書を書き写す時間等） 

６ 焦点化 ① 単元や本時の初めに，学習の流れを提示し，その時間に学ぶべきことが具

体的に見通せるようにする。 

② 板書の中に，その日の学習内容のキーワードを示す。 

７ 展開の構造化 ① 学習内容の習得のために，課題提示から「課題についてつかむ」，「考え

る」，「交流する」，「まとめる」など展開に工夫を図る。 

② 集中して取り組む場面や，気持ちを切り替えられる活動など，展開に工夫

を図る。 

８ スモールステップ化 ① 指示，発問について，段階的に一つ一つ丁寧に行っている。 

② 児童生徒の学習状況をふまえながら，学習内容を細分化し，段階的に進め

ていく。 

９ 視覚化 ① 学習内容にかかわる情報のイメージ化が図りやすいように，具体物や写

真， 

  絵など視覚教材を取り入れている。 

② チョークの色や，囲み枠などで，要点を分かりやすく示す。 

③ 児童生徒の意見や回答を板書し，文字として示す。 

10 共有化 ① ペア学習やグループ学習など，児童生徒同士が考えを交流したり，教えあ

ったりする場面を設定している。 

② 児童（生徒）の発言について，他の生徒が補足したり，説明をしたりする

ような場面を設定している。 

11 スパイラル化 ① 前学年や前単元などで学んだ既習事項を取り入れた学習活動を設定する。 

12 適用化 ① 応用問題などを取り入れながら，習得した内容を当てはめて取り組む学習

活動を設定する。 

13 機能化 ① 習得した内容を生活の中の具体的な活動に取り入れられるような場面を

設定する。 
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ユニバーサルデザイン授業のための指導案様式 

 

第○学年 ○○科学習指導案 

 

                    日 時  平成○○年○○月○○日（  ）          

                                                      ○校時（○：○～○：○） 

                                       対 象  ○学年○組（男子○名 女子○名 計○名） 

                    場 所  ○○教室 

                                       指導者  ○○ ○○（T１）  ○○ ○○（T２） 

 

１ 単元名・教材名                                                                 

 

２ 単元について 

 (1) 教材について 

 

 

 (2) 児童（生徒）の指導に当たって 

児童（生徒）について 指導に当たって 

ア 指導対象全体について 

    

    

    

 

 

 

 

イ 支援を必要とする児童（生徒）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 授業全体の指導の視点から 

 

 

 

 

 

 

 

イ ユニバーサルデザインの視点から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

 (1)  

 (2) 

 (3) 

 

 

 

 

   通常は，児童（生徒）について，指導に当たってと， 

 項を変えて，記載するが，児童（生徒）の状況と指導上  

の工夫のつながりが見えるように，記載する。 
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４ 単元の指導計画 

過 程 主 な 学 習 活 動 配当時間 

第１次 

 

 

 

○時間 

 

第２次 

 

 

 

○時間 

本時  / 

第３次 

 

 

 

○時間 

 

 

５ 本時の指導 

 (1) 本時の目標 

 

 

 (2) 指導の構想 

 

 

 (3) 本時におけるユニバーサルデザインの主なポイント 

   ・ 

   ・ 

   ・ 

 (4) 本時の展開 

過

程 

学習内容（時

間） 

学 習 活 動 指導上の留意点 UD の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－(2) 単元における指導にあたっての考えをふ

まえ，本時の指導の構想を記載する。 

UD の視点としてのキーワードを示し，箇条書きで

具体的内容を簡潔に示す。 

UD の視点をふまえながら，具体的な指導場面での

留意点等を記載する。 
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６ 配置図（学習環境の工夫について） 

   

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 指導案の作成にあたっては，授業担当者が中心となって行うのはもちろんですが，次のような点

に考慮し，最終的な指導案をまとめていくこととします。 

(1) 指導案の事前検討を行う 

   指導案の素案をふまえて，研究推進担当者や特別支援学級担任，通級指導教室担当者などを

交えたグループ研究会を実施します。 

     指導案をもとに，授業者より授業の流れを具体的に説明すること，また，他のグループ研究

メンバーからユニバーサルデザインの視点からの手立ての取り入れについて意見やアイディア

をいただくことにより，より１単位時間の授業の流れが具体化されてくることになります。 

 

(2) 授業担当者間での役割を明確にする 

     ティームティーチングや，特別支援教育支援員を含めた複数教員による授業の場合には，そ

の役割を明確にし，より機能した形で授業が展開されるようにします。そのため，指導案にお

いても担当者間の役割をより具体的に明示していくことが必要になります。 

  

(3) 手立てを吟味する 

     授業の成否を左右するのは，やはりその手立てとなります，事前検討のグループ研での意見

や，授業担当者間での役割確認をふまえ，ユニバーサルデザインの視点からの手立てを授業の

展開の中で，どのように盛り込んでいくかを最終的に指導案にまとめていきます。 

 

 

 

 

 

 

  配置図については，学習環境が支援にかかわる場合について 

  示す。 

  掲示や，教材・教具の配置，動線，話し合い活動時の配置など， 

 必要な内容をまとめる。 

実物投影機モニター 
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 公開授業担当者が決まり，学習指導案の作成まで進んだ後は，いよいよ研究授業となります。 

 研究授業の実施にあたっては，より多くの職員が参観できるように，教務部を中心に授業の参観

体制を調整します。また，授業を展開する上で取り入れられたユニバーサルデザインの視点からの

工夫が見えるように，ビデオ撮影をすることも，その後の授業の振り返りや研究のまとめに役立ち

ます。 

 学習指導案については，参観者が授業のねらいやユニバーサルデザインの視点を十分に把握した

上で参観できるように事前に配付をするようにします。さらに，その後の授業研究会に反映ができ

るように，「成果」，「課題」，「改善点」等に色分けをした付箋を配付し，参観時に気づいた点

を記載してもらえるようにします。また，ワークシートを活用し，予め授業者が示したユニバーサ

ルデザインの視点からの手立てについての評価を参観者が記入する方法なども，その後の授業研究

会の活性化につながります。 

 

 

 

 授業研究会の実施にあたっても，教務部を中心に日程設定を行います。より多くの職員が参加の

もと，実施されるようにします。 

 研究会においては，授業について多角的な意見が交わされるのではなく，ユニバーサルデザイン

の視点による手立てについて，協議が焦点化されるようにします。 

 手立てに対する児童生徒の反応や，取組の状況を確認していくことで，その手立てとのつながり

を考察していきます。 

 また，授業研究会は継続的に実施していくことで，授業の中での手立ての有効性がより裏付けら

れていくとともに，校内研究の活性化につながります。 

 

 

 

 

 校内で取り組む授業研究は，年間推進計画に基づいて，まとめを行っていきます。 

 研究の基本構想から始まり，授業づくりの在り方を検討し，授業を実施した結果，得られた成果

と課題を学校全体のものとして，共有していくことはさらなる授業づくりにつながっていきます。 

 また，研究のまとめとして，研究集録を作成することは，学校全体での取り組みの成果物となり， 

授業研究の経過の記録として残ることになります。 

 さらに研究集録を通じ，自校の取組を発信していくことは，他校にとっての有益なモデルとなり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＳＴＥＰ８ 研究授業を実施する   

 ＳＴＥＰ９ 授業研究会を行う    

 ＳＴＥＰ10 研究をまとめる    
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よりよい保護者連携のために 

 

～ 特別支援教育推進のための保護者との関係づくり ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手県立総合教育センター 

教育支援相談担当 
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はじめに 

 子どもの成長を支え，子どもにとっての願う姿を実現していくためには，教員，保護者，相談機

関担当者など，子どもを取り巻く様々な人たちが連携をしていくことが大切です。 

 とりわけ，子どもにとって，もっとも身近であり多くの時間を過ごす保護者との連携は欠かせま

せん。 

 特に，特別支援教育の推進に当たっては，子どもへの支援はもちろん，保護者の理解・協力が得

られるように，子どもとともに保護者を支援していく姿勢をもち，連携を図っていく必要がありま

す。本マニュアルは，子ども支援，保護者支援の視点から，保護者とどのように連携を図っていく

かを考える手がかりを提供し，校内的な特別支援教育の推進，充実に役立つことを目的に作成しま

した。 

 

Ⅰ 保護者の思いを知る 

  保護者は，我が子の障がい，あるいは支援を必要とする状況にあること受け入れていく上で， 

様々な不安や葛藤をもちます。そのため，教員は，保護者に対して，単に学校の指導の方向性や

意図を伝えるだけでなく，保護者の思いを知り，受け止める姿勢が求められます。 

  保護者が子どもの障がいに気付き，受容に至るまでには，次のようなプロセスを経ていく傾向

があるとされています。 

 

 

 

 

 

 

     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

保護者連携を進める上では，このような保護者の気持ちの揺れをふまえた上で，ともに支援をし

ていくという姿勢で臨むことが大切です。 

 

 

 

  今の子どもの姿を受け止めて， 

   将来を見通した現実的な対応をしていこう 

   必要な支援のもと，子どもの自立を目指していこう 

  ・何とかしたい 

  ・可能な対応をして目の前の課題に取り組みたい 

   ・受診をしたところ，「診断名」がついたという ショック 

   ・でも 「自分たちの育て方の問題ではなかった」 

     「子どもの努力不足ではなかった」という 

                                      ほっとした気持ち 

  ・何か気になる様子がある  

  ・気になる様子の原因が分からない 

  ・どうすればよいのか，認めたくない  疑念・混乱 

ショックと安堵 

 努力・挑戦 

 

 

障がいの受容 

 

 保護者の思いのプロセス 
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Ⅱ 保護者の思いを聴く 

  保護者が子どもの障がいを受容するまでのプロセスにおいては，不安を感じている自身の状況

を，誰かに「理解してほしい」，「受け止めてほしい」という思いが生じます。そのためには，

保護者の思いを聴くことが大切になります。 

  保護者の思いを聴くためには，保護者の大変さやつらさを受け止めていくこととともに，これ

までの子どもとのかかわりの中での労をねぎらい，また適

切な対応については褒めていくことも大切です。特に，

子どもの困り感が大きいほど，保護者の肩には力が入っ

ているはずです。保護者の肩の力を抜いてあげる言葉か

けをしていきたいところです。ねぎらいの言葉をかける

ことは，きっと保護者からは，「本当はこんなことがつ

らかった」という本心が語られるきっかけとなります。

また，子ども，保護者ができていること，うまくやれて

いることをたくさん見つけて伝え返すことで，信頼関係

が生まれ，さらに一歩先に進んでいくことができます。 

  保護者のこれまでの努力を認めながら，その努力を学  

校もサポートしていくという姿勢が保護者連携をスムー 

ズにしていくことなります。 

 

Ⅲ 保護者の気付きを促す 

  支援を必要とする子どもたちの状況を確認していくと，乳幼児期から何らかの気になる様子が 

見られ，保護者がそのことに気付くことも多いようです。しかしながら，保護者がそうしたこと 

に気づかないまま，また，周囲からも見過ごされたまま，子どもが学齢期を迎えてしまうことも 

少なくありません。支援を必要とする子どもにとっては，早期の気付きと，早期からの支援が成 

長発展に効果的であることは言うまでありません。保護者への気付きを促しながら，できるだけ

早く必要な支援にともにあたっていくことが望まれます。 

  保護者への気付きを促していくためには，下図のように学校からの情報提供，そして家庭から

の情報収集を進めることが必要です。また，その過程で学校と保護者とで，子どもの捉え方を重

ね合わせていくことが大切です。 

 

方 法 

○連絡帳や電話などを通して，子どもの行動や学習の様子を伝える。 

○話し合いの機会（面談，家庭訪問，懇談会等）を活用する。 

○授業参観の機会を活用する。 

ポイント 

・普段から，子どもの頑張りや，よい行動についても知らせるようにする。 

・子どもの行動や学習の様子は具体的に，また肯定的な表現で伝える。 

・気になる様子や，問題となる行動について連絡をする場合は，事実確認をした上で，どのよう 

な指導を行ったかを伝える。 

・学校での様子をふまえ，家庭の具体的な場面での様子について情報を得る。（必要に応じて， 

幼児期の頃のエピソードなども話題の中で，情報を得る。） 

・学校からの一方的な判断や説明という印象にならないように，アドバイスを受けることができ 

る相談機関についての情報提供も行う。 

 

・話しをさえぎらず最後まで聴く 

・子育ての労をねぎらう気持ちをも 

 ち，言葉をかける  

・弱音や愚痴も話すことで，前向きに 

なれることを理解し，受け止める 

・話された考えを否定することはしな 

い 

・真意を受け止める気持ちで対応する 

思いを聴くにあたって 

 保護者との情報交換の方法とポイント 
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Ⅳ 保護者とともに取り組む 

   保護者の気付きが促され，学校との信頼関係が機能されると，家庭からの情報が得られやすく

なります。しかしながら，子どもの気になる様子は，家庭と学校で同様に見られるとは限りま

せん。子どもの気になる様子については，家庭と学校との共通点や相違点を保護者との間で明

確にしていくことが，連携する上で重要になります。そして，共通点や相違点の中でも，子ど

もの良いところに目を向けながら，さらにより良い方向に支援をしていくという共通理解のも

と，具体的な取り組みに臨んでいきたいところです。 

 

  １ 子どもとの信頼関係から，保護者との信頼関係へ，つなげましょう 

    保護者とともに子どもへの支援を進めていく上で，大切な基盤として，学校と子どもとの間 

   に信頼関係が構築されていることがあります。子どもが教師に対して，心を開いて接している 

   状況は，保護者にとっては「この先生なら，きっと子どもを支えていってくれる」という理解 

   を強くしていくきっかけになります。日頃の子どもとのかかわりから，保護者との信頼関係を 

   築いていくことが大切です。 

 

  ２ 保護者の工夫から学びましょう 

    子どもを支援する手立てを考え，取組を進めていく上で，学校主導となってしまうことが少 

   なくありません。前述のとおり，共通点や相違点を明確にしていく中では，「学校ではうまく 

   いっていないけど，家庭では問題なくできている」といった相違点が見出されることもあるか 

   と思います。当然のように，そこには環境との相互作用があります。しかしながら，「家庭で 

   はできている」という状況には，保護者の工夫があることも見逃せません。 

    保護者がすでに子どもにしている様々な子育ての工夫を学校生活に応用することで，子ども 

   が生活しやすい場を作り出すことにつなげる姿勢をもつことはとても大切なことです。また， 

     そのことが保護者自身への励まし，支援にもなるといえます。 

  

  ３ 前向きな展望を保護者と共有しましょう ～願う姿を思い描いて～ 

   学校との話し合いによって，保護者と協力した取組をはじめるに当たって，保護者によって

は，「本当に大丈夫だろうか。これからでも，何か子どもにいい変化が生まれるのだろうか」

という疑問や不安が先に立つことも少なくないと考えられます。そうしたときには，保護者の

気持ちを受け止めながら，励ましとともに肯定的な言葉で応えていきたいところです。 

    前向きな展望を保護者と共有した上で，具体的な目標設定ときめ細かい評価によって継続的

な取り組みにつなげていくことが大切です。 

 

  ４ 保護者と目標を焦点化しましょう ～「まずは，ここから」の取組で～ 

    学校，家庭において，子どもへの支援の取り組みを進めていく際には，確実にひとつひとつ

の目標に対する成果をあげていきたいところです。そのためには，「まずは，このことから始

めてみましょう」と目標を焦点化し，共有することが大切です。 

    成果は，子どもにとっても，保護者にとっても成功体験といえます。たくさんの目標を掲げ 

   て，取り組みを進めていくのではなく，確実な成功体験を積み重ねていくことで，保護者との 

     前向きな展望を具現化していくことにつなげていきます。 

    次頁の保護者連携シートは，学校と家庭とが，子どもの支援に当たっていくための支援方針

や役割について，学校として整理していくためのシート例を示したものです。 
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○ 活用ツール 保護者連携シート様式（例） 

学年（学級） 小学３年○○学級 児童（生徒）名 花巻 太郎 

担  任 □□ □□  保護者名 ○○ ○○ 

保護者連絡先： （○○）○○○○  

連絡・対応可能時間：母親の勤務終了後，午後４時過ぎに母携帯電話 

対 応 課 題 

 

【学校】 

 ・授業に集中できず授業中の立ち歩き等が見られる。 

 ・友達とのトラブルがもとで，時々叩くなどの問題行動が見られる。 

【家庭】  

 ・家での勉強をしたがらない。 

  ・親の言うことを聞かずに反抗的な態度を取ることがある。 

対応の方針 具体的な取組 

 本児が学校・家庭生活で安定できる

状況づくりを進める。 

 

・問題行動に対して叱責で終わらせずに，原因や経緯を確認し，次か

らの再発防止につながるスキル指導を行う。 

・本人が取り組める家庭学習を準備する。 

 本児の良いところを認め「ほめる」機

会を増やす。 

・本児のできたことや良さに着目し，「ほめる」ことを意図した指導を行

う。 

・頭ごなしの「叱る」行為は行わない。 

 学校，家庭の情報共有を進め，必要

に応じて関係機関との連携を進める。 

・定期的に学校，保護者との教育相談を行い，学校の取組を理解し

てもらうとともに，家庭との共通理解をしながら指導に当たる。 

・必要に応じて，スクールカウンセラーや専門機関との連携を図る。 

 

担 当 者 具 体 的 役 割 留 意 事 項 

担任：Ａ先生 

 

 

・本児の記録等を取り，毎月の校内委員会で報告。 

・特別支援教育コーディネーターと協力し本児の個別の指導

計画の作成，評価を行う。 

 

 

特別支援教育コーディ

ネーター：Ｂ先生 

・保護者との教育相談の窓口となり調整する。 

・保護者との教育相談の記録と報告を行う。 

 

 

副校長 

 

・必要に応じて保護者との教育相談に参加する。 

・関係機関との連携の際の調整，窓口となる。 

 

保護者 ・いつもと変わった状況が見られた際には学校へ情報提供を 

る。 

・個別の指導計画作成に協力をする。 

 

 

 

 

 

 

複数の担当者で対応していく場合，

その担当と具体的役割を整理して

いきます。 

具体的な支援の方針を記載します。 
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５ 保護者とともに子どもを認めていきましょう ～ほめ言葉を大切にして～ 

  学校と家庭とで，子どもへの支援を進めていく上で，大切にしたいこととして，支援の経過の

中で，学校でうまくいったこと，家庭でうまくいったことの情報交換があります。学校でほめら

れた出来事が，家庭でも「今日，頑張ったんだってね。すごいね。」といった言葉でほめられる

ことは，自己肯定感の育みになり，親子の信頼関係を深めていくことにつながります。     

 また，家庭での頑張りについて，学校でもほめていくことで，学校生活場面での様々な取り組  

みへの意欲も高まってきます。 

   目標にたどり着くまでの過程での子どもの頑張りを共有する視点を大切にしていきたいところ 

です。 

 

良 い 例 悪 い 例 

○ いつもありがとうございます（感謝）  

○ そうですか，～なんですね（共感する） 

○ 忙しい中でも～してあげているんですね 

○ お家では，そうした取組をしているんですね   

 すばらしいですね。学校でも取り入れてみます 

○ お子さんは，今～を頑張っています 

○ ～に取り組み，～ができるようになってきました 

○ ～ができそうです。そのために～してみませんか 

○ ～は，お子さんのすばらしい力（強み）ですね 

    この力（強み）を大切にしていきましょう 

× お話があります。お子さんがこんなトラブルを起こ 

 しました 

× 家庭でもっとちゃんと見てくれませんか 

× 他の子たちはちゃんとやっています 

× 本人のやる気の問題です。努力が足りないんです 

× 今まで何も気づきませんでしたか。 

× ご家庭ではこのままでいいと思っているのですか 

× 学級内でお子さんだけを特別扱いできません 

× お子さんの様子は○○（障がい名）に当てはまるよ 

 うに思います 

 

Ⅴ 保護者に合わせて取り組む 

   保護者連携を進めていく上では，学校と保護者との間で，支援の必要性の受け止め，理解にず 

  れがあることも少なくありません。支援の必要性について，保護者の理解が得られないときには， 

学校が保護者の思いを想像し歩み寄ることが大切です。 

    保護者の思いを考えれば，苦しみや悩みから否定的な態度になってしまうことも理解する姿勢 

 が必要です。また, そのために,保護者によっては, 支援の必要性を受け止められるまでに時間 

 を要すことがあることも理解することが大切です。 

   できるだけ早い時期から必要な支援に取り組んでいくことの大切さはもちろんですが，保護者 

 に合わせたスタンスで支援を考え, 共に取り組んでいくことも保護者連携の大切な視点となり 

  ます。 

 

 

  

○ 子どもの気になる様子だけの否定的な伝え方になっていませんか? 

○ 学校からのお願いを中心に話しを進めていませんか? 

○ 医療機関への受診を求めることから，伝えていませんか? 

○ 家庭の状況をふまえた保護者への言葉がけになっていますか? 

○ 保護者の理解が得られないとき，短期間に繰り返して，説明や要求をしていませんか? 

○ 「何を伝えたか」ではなく，「どう伝わったか」を考え，振り返っていますか? 

保護者とのかかわりを振り返ってみましょう 

保護者との話し方 
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Ⅵ 保護者への啓発を進める 

  ここまで，支援を必要とする子どもの保護者との連携という視点で示してきました。しかしな 

がら，保護者連携は，支援を必要とする子どもの保護者との間だけで進められるものではありま 

せん。支援を必要とする子どもを取り巻く環境の見直しをしていくためには，学校全体として， 

特別支援教育の必要性を保護者に啓発していくことも重要な保護者連携といえます。 

  保護者への啓発を進めるためには，次のような方法が考えられます。 

 

 １ 学校報や各種通信の活用 

   特別支援教育の推進は，共生社会実現のためのインクルーシブ教育システム構築の視点から 

  も必要不可欠なことです。つまり，学校報や各種通信の話題や特集として紹介をしていくこと 

  はごく自然なことと言えます。 

   特別支援教育の特集や連続掲載のコラムなどを掲載することで，特別支援教育への関心を日

常的に高めていくことができます。 

 

 ２ 学校運営方針説明会や新入学生保護者説明会，PTA 総会から 

   多くの保護者が参加する機会に，校内的に取り組むユニバーサルデザインの授業づくりや， 

  学校スタンダードの取組について紹介するなど，積極的な姿勢を示していくことは，授業改善 

  をはじめ，よりよい学校づくりにつながる視点として，保護者への特別支援教育への理解が深 

  まりやすくなります。 

 

 ３ 学級懇談会から 

   校内全体としての特別支援教育の啓発に加えて，学級懇談会等で，学級での生活や授業の中 

  での取組を紹介していくことも大切です。しかしながら，場合によっては，そうした取組の紹 

  介が支援を必要とする子どもを特定するようなものにならないように慎重に対応していくこと 

  が必要になります。 

   また，子育てをテーマにした気軽な懇談から，子どもにかかわる心配事や悩みを交流する機 

  会とするような工夫も，特別支援教育にかかわる啓蒙を図っていくことにつながります。 

 

まとめに 

  ここまで特別支援教育推進のための保護者連携の在り方として，学校と保護者がともに子ども 

 をどう捉え，どう支援するか，そして，保護者をどう支えるかということについて示してきまし 

 た。一方で，特別支援教育推進の視点にかかわらず，保護者連携は欠かせないものです。まとめ 

 にあたり，学校教育活動全体にかかわる保護者連携のための学校の基本姿勢について示しておき 

 ます。このことを土台として，特別支援教育推進のための保護者連携がよりよいものなっていく 

 ことを願っています。 

 

 

１ 共に子どもを育てる姿勢で連携しましょう 

２ 返答や報告はできるだけ早く行いましょう 

３ 行事への参加，面談への来校等には，感謝の言葉を伝えましょう 

４ 学校の方針や対応についての説明が職員間で異なることがないように，校内全体の共通の認識

をもって，説明を行いましょう 

５ 保護者の努力を認める姿勢を大切にしましょう 

保護者連携のための学校の基本姿勢 
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